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令和 7 年 4 月 25 日 

佐野市議会議長 川嶋 嘉一 様 

 

政友みらい 行政視察報告 

議員名    長浜 成仁  

 

１，期日：令和６年７月３１日（水）～８月２日（金）（２泊３日） 

 

２，視察地及び視察事項 

 

 （１）山口県山口市「山口市農山村地域活性化ビジネス支援事業」について（７月３１日） 

 （２）山口県光市「ペット同行避難所」について（８月１日） 

 

３，参加議員 

  小暮博志、山菅直己、川嶋嘉一、慶野常夫、神宮次秀樹、蘒原政夫、長浜成仁 

 

４，視察報告 

（１）山口市「山口市農山村地域活性化ビジネス支援事業」について 

 ①山口市の概要（※頂いた資料を基に記入） 

  ・人口：１９３，９６６人（令和２年国勢調査、令和２年１０月１日） 

  ・面積：１，０２３．２３㎢ 

  ・議員定数：３４人（現員３１人） 

  ・議員報酬：４４９，０００円（月額） 

  ・政務活動費：会派所属議員数×３６０，０００円（年額） 

  ・山口市は、山口県の中央部に位置し、南は瀬戸内海に面し、東は防府市、周南市、西は美祢市、

宇部市、北は萩市、さらには島根県津和野町、吉賀町に接している。交通の便がよいことから、県

内の主要な都市に１時間以内で移動できるとともに、高速自動車道や山陽新幹線、山口宇部空港と

いった高速交通網との接続により、広域交流の拠点としての優位性を有している。また、平成の大

合併により、県央中核都市の実現を目指し、平成１７年１０月１日に近隣４町（小郡町、秋穂町、

阿知須町、徳地町）と新設合併し、さらに、３０万人規模の人口とバランスのとれた産業構造を有

する「広域県央都市」の創造に向け、平成２２年１月１６日に阿東町を編入合併し、人口総数１９

万８，７２７人、市域面積１０２３．２３㎢の新たな山口市が誕生した。 

 ②視察内容 

山口市は新市発足以降のまちづくりとして、県都山口の発展に向けて進めてきた都市政策の２つの柱

である「個性と安心の２１地域づくり」と「広域県央中核都市づくり」の取組を一体的に推進し、更な

る価値創造や経済循環を図る好影響・好循環の対流型のまちづくりを進めることで、農山村も都市も共

存共栄し、全ての地域において、安心して住み続けられるまちづくりを進めている。そのような中で第



二次山口市総合計画後期基本計画（令和５年度～令和９年度）の６つの重点プロジェクトの４つ目に

「２１地域づくりと農山村活性化」がある。 

農山村活性化に向けた取組の方向性等としては、農山村エリア（９地域）の地域経済活性化、移住定

住促進の強化などが挙げられている。山口市内の農山村エリアにおいては、人口減少や大都市圏への転

出超過、少子高齢化の進展が続いており、こうした諸課題に対応し、地域課題の解決と地域の活性化に

取り組む必要がある。農山村エリアには、人材や農林水産物、自然環境等の優れた地域資源が多くみら

れることから、その地域資源を活用し、潜在的な地域の強みを活かしたビジネスを展開することで、地

域内外の経済の好循環を生み出す可能性を有している。先述の地域資源を活用し、雇用の創出や地域経

済の波及効果の創出、地域課題の解決などの地域の活性化につながる事業を応援するものが「山口市農

山村地域活性化ビジネス支援事業」である。 

当視察は、入江幸江市議会議長の冒頭挨拶の後に担当職員の方より事業の成り立ちや補助対象事業の

要件、補助対象経費等の詳細説明があり、その後、活発な質疑応答が行われた。 

 

（２）光市「ペット同行避難所」について 

 ①光市の概要（※頂いた資料等を基に記入） 

  ・人口：４８，５９４人（令和６年３月３１日住民基本台帳） 

  ・面積：９２．１３㎢ 

  ・議員定数：１８人 

  ・議員報酬：３７０，０００円（月額） 

  ・政務活動費：各月１日における当該会派の所属議員数に月額２万円を乗じて得た額を半期ごとに 

交付 

  ・光市は、山口県の東南部、周南工業地帯の東部に位置し、東側に田布施町、北側に周南市、西側

に下松市に隣接している。市域の北西部には島田川、北東部には田布施川が流れており、両河川を

中心にまとまった平地が広がっている。両河川の上流部に田園地域が広がる一方、島田川下流部を

中心とした瀬戸内海沿岸や岩田駅周辺には市街地が形成されている。瀬戸内の温暖な気候や豊かな

自然環境に恵まれており、白砂青松の室積・虹ケ浜海岸や象鼻ヶ岬など風光明媚な海岸部は、瀬戸

内海国立公園に、青々とした森の石城山を中心とした山間部は、石城山県立自然公園にそれぞれ指

定されている。平成１６年に、歴史的、地理的につながりの深かった旧光市と旧大和町が合併し、

新しい「光市」が誕生した。 

 ②視察内容 

今回は、光市役所防災庁舎（光市防災指令拠点施設）にて担当職員の方より詳細説明を受けた後に、

実際にペット同行避難所（テクノキャンパス研修センター）を視察した。「同行避難」とは、ペットと

一緒に避難することであり、飼い主とペットが同じ空間で避難生活を送る「同伴避難」とは異なるた

め、注意が必要である。 

光市は、ペットを飼っている市民が躊躇することなく避難行動を取れるようにするとともに、ペット

のいる避難者とそうでない避難者、双方が干渉し合うことのない避難所生活を送ることができるよう、

ペットの飼育管理は原則として飼い主の責任で行うことを前提にペットの同行避難に対応できる専用の

避難所を１か所開設している。 



経緯であるが、ペットは家族の一員であるという意識が浸透しつつある一方で、過去の災害ではペッ

トを残して避難できないといったペットが障壁になることや、いったん避難した飼い主がペットを避難

させるために自宅に戻り災害に巻き込まれたケースなどが報告されており、また、ペットのいる避難者

とそうでない避難者が同じ避難所で生活すると、鳴き声や臭い、アレルギー問題など、ペットと人が一

緒に避難することで生じる多くの課題が指摘されてきた。そのため、平成３０年７月豪雨による災害を

教訓とし、より多くの市民が安心して避難できる環境整備の一環として、避難所でのペットの受け入れ

について検討を行い、令和３年度に通常の避難所とは独立した専用のペット同行避難所として光テクノ

キャンパス研修センターを避難所とするとともに、隣接する公園にゲージを置くためのユニットハウス

３棟を整備した。 

担当職員の方より先述の経緯の他、市内動物病院との協定やペットの管理、事業費等の詳細説明があ

り、その後、活発な質疑応答が行われた。その後移動して実際のペット同行避難所を視察した。今回詳

細説明を受けた会場は、令和６年３月２５日に運用が開始された光市防災庁舎（光市防災指令拠点施

設）であったため、防災庁舎整備事業についても合わせて説明を受けることができた。 

 

 

・山口県山口市での行政視察の様子 

  

 

・山口県光市での行政視察の様子 

  



 

５，所感 

山口市の「山口市農山村地域活性化ビジネス支援事業」については、人口減少や大都市圏への転出超

過等、本市も同様の課題を抱えており、現在の優れた地域資源や潜在的な地域の強み等の有効活用を本

市に置き換えたらどうなるのかという観点で視察に臨んだ。山口市が主体として活動するのではなく、

地域の活性化を図るビジネスの展開を支援するものとなっている。補助金額が最大 600 万円(補助率 3

分の 2)という設定で取組が行われており、地域内外の経済の好循環を生み出す可能性に山口市が力強く

応援するものであり、本市においてもこのようなインパクトのある取組の導入可能性を探っていきたい

と考えている。 

光市の「ペット同行避難所」については、ペットを飼っている市民が躊躇することなく避難行動が取

れるようにとの考えで導入されたものである。まさに現代においてペットは大切な家族という認識が浸

透しており、災害発生時のサポートは本市においても重要である。本市の取組は光市と比較すると改善

の余地が多くあり、まさにこれからの課題として様々な機会を通して、その必要性を伝えていきたいと

考えている。また、光市防災指令拠点施設にて本事業の説明が行われた関係で防災庁舎整備事業につい

ても合わせて説明を受けることができ、本市が推し進めている国際防災拠点さのとの比較をすることが

でき、大変有意義な視察であった。 

今回の山口市と光市の視察内容は、実際に本市への導入可能性は非常に高く、前向きな検討に値する

ものだと強く感じているところである。市民の皆さまの安全や安心を守ること、地域の暮らしを支えて

いくことの重要性を再認識できた。今回の視察を踏まえ、少しでも市政発展につながるよう、引き続き

努力していきたいと思う。 


